
 

 
2021年９月 17日 

各 位 

 

会 社 名 株 式 会 社 パ ル マ 

代表者名 代表取締役社長 高 野  茂 久 

 （コード：3461 東証マザーズ） 

問合せ先 取 締 役 清 水  誠 一 

電話番号 0 3 - 3 2 3 4 - 0 3 5 8 

 

 

2021年９月期 通期業績予想・配当予想の修正に関するお知らせ 

 

2020年 11月 13日に公表しておりました 2021年 9月期（2020年 10月１日～2021年 9月 30日）の通

期業績予想・配当予想を下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期個別業績予想の修正について 

（１）2021年９月期通期個別業績予想の修正（2020年 10月 1日～2021年 9月 30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

4,400 

百万円 

355 

百万円 

325 

百万円 

225 

円 銭 

35.40 

修正予想（B） 3,636 132 115 77 12.08 

増減額（B-A） △ 764 △ 223 △ 210 △ 148  

増減率（％） △ 17.3 △ 62.8 △ 64.6 △ 65.7  

（ご参考）前年実績 

（2020年 9月期） 

4,547 322 311 214 34.50 

 

（２）修正の理由 

当期は、新型コロナウイルス感染症拡大長期化により、新規受託先開拓に向けたセールス活動に制

限が生じたものの、セルフストレージの利用増加基調や非対面・非接触によるコミュニケーション・

オペレーション環境へのシフト等を背景に、既存顧客のセルフストレージ事業者を通じた滞納保証付

きアウトソーシングサービスやＷＥＢ予約決済・在庫管理システム「クラリス」の利用が堅調に推移

し、ビジネスソリューションサービスを始めとした、セルフストレージ事業者・利用者向け BPO サー

ビスの新規受託件数は前期比１割程度伸長いたしました。 

一方、ターンキーソリューションサービス事業は、セルフストレージ施設の開発販売・売却後の賃

貸物件の集客を推進してまいりました。資産投資市場の活況が続く中、各種投資家や事業法人等のセ

ルフストレージ施設投資についての興味・関心は高く、検討先から引き合いはあるものの、商談の成

立が当社の想定通りに進まなかったことや、賃貸物件の稼働スピードを高めるための集客コスト投資

を増額したことなどにより、本事業の売上・利益ともに計画を下回ることになりました。 

これらの結果、通期の売上高・営業利益・経常利益及び当期純利益の予想を下方修正いたします。 

 



 

２．配当予想の修正について 

（１）2021年９月期配当予想の修正について 

 年間配当金 

 
第２四半期末 

円 銭 

期  末 

円 銭 

合  計 

円 銭 

前回予想  9.00 9.00 

今回修正予想   4.00 4.00 

当期実績 0.00   

前期実績 

（2020年 9月期） 

0.00 8.00 8.00 

 

（２）修正の理由 

当期の期末配当予想は、前項の業績予想の修正を踏まえ、財務の状況も勘案し、１株あたり 4 円に

修正することといたします。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


